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(1) 概 要



Ⅲ-１.大津川水系槇尾川の概要
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槇尾川ダム
槇尾川上流部
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Ⅲ-2.槇尾川における昭和57年の被害実績は？

（昭和57年和泉市調査資料を基に作成） Ⅲ-2

槇尾川

牛滝川

松尾川

凡 例

：浸水区域

：護岸崩壊等×

槇尾川ダム

父鬼川

■昭和57年8月の

台風10号による被害

○床上浸水 ： ２戸

○床下浸水 ： ５３１戸

○浸水面積 ：約１１．２ha

○護岸崩壊 ： ４３箇所

○破 堤 ： ３箇所 など

□総雨量 ３８８ｍｍ

□最大日雨量 １９４ｍｍ

□時間最大雨量 ３７ｍｍ



S57災 地蔵橋下流右岸 S57災 神田橋上流左岸

・護岸崩壊 ５箇所 ・床下浸水３０戸、農地浸水、道路冠水など

○槇尾川上流部の被害状況（S57災害）
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地蔵橋

横山橋

大川橋

槇尾
川

槇尾川ダム神田橋

父
鬼
川

上流
部

中下流部

S57災 床上浸水 １戸
床下浸水 26戸

S57災 床下浸水30戸

凡 例

：浸水区域

：護岸崩壊×



Ⅲ-3.槇尾川における平成７年の被害実績は？

（平成７年和泉市調査資料を基に作成） Ⅲ-4

■平成７年７月の

梅雨前線豪雨による被害

○床上浸水 ： ７戸

○床下浸水 ： ２４戸

○浸水面積 ： 約７ha

○護岸崩壊 ： ２６箇所 など

□総雨量 ２４５ｍｍ

□最大日雨量 １９２ｍｍ

□時間最大雨量 ４６ｍｍ

凡 例

：浸水区域

：護岸崩壊等×

槇尾川ダム

×
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×
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○槇尾川上流部の被害状況（H7災害）

H7災 神田橋上流右岸 H7災 横山橋下流左岸

・護岸崩壊 ４箇所 ・床上浸水 1戸 ・農地浸水、道路冠水など
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地蔵橋

横山橋

大川橋

槇尾
川

槇尾川ダム神田橋

父
鬼
川

上流
部

中下流部 H7災 床上浸水１戸

H7災 床上浸水2戸
床下浸水4戸

×

×

× ×

凡 例

：浸水区域

：護岸崩壊×

××



③堆砂容量

②不特定利水容量

①洪水調節容量

有効貯水容量

総貯水容量

８４０，０００㎥

４５０，０００㎥

１１０，０００㎥

ダム高

H=43m

Ⅲ-4.槇尾川ダムの事業概要

ダムの目的：洪水調節および
流水の正常な機能の維持

ダム形式：重力式コンクリートダム

ダム高：H=43ｍ

堤頂長：L=129.5ｍ

堤体積：約58,000㎥

総貯水容量：140万㎥

有効貯水量：129万㎥
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○付替道路：延長Ｌ＝3.3㎞（府道槇尾山仏並線）

幅員Ｗ＝9.0m～11.0m
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付替道路L=3.3㎞

府道槇
尾山仏

並線

槇
尾
川

和泉市立青少年の家

槇尾山グリーンランド

施福寺

槇尾川ダム

大川橋
左岸道路L=1.1㎞



Ⅲ-5.槇尾川ダムの事業費と進捗状況？

○ 総事業費は128億円である。その内訳は、ダム本体事業費79億円、付替道路事業費が

49億円である。

○ 槇尾川ダム事業は、国から補助を受けており、事業費に占める割合は１/２である。

○ 進捗状況（H21年度末見込み）

・用地買収：全体17.1haのうち、16.3ha買収済み（９５％）

・付替道路：全長3.3kmのうち、1.5km完成

・本体工事：Ｈ２１年５月に約３１億円で契約。Ｈ２７年５月完成予定

４５％

５３％

４１％

全体事業費

工事費 用地費 計

ダム本体 ６５億円 １４億円 ７９億円 ３２億円 ４７億円

付替道路 ４２億円 ７億円 ４９億円 ２６億円 ２３億円

計 １０７億円 ２１億円 １２８億円 ５８億円 ７０億円

進捗率

Ⅲ-8

投資済額
（H3～H21年度末見込）

残事業費
（H22以降）

１２８億円

大阪府国

６４億円６４億円

全体事業費計

事業費総括表

全体事業費に係る国・大阪府の負担内訳



Ⅲ-6.槇尾川ダムの事業スケジュールは？
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H26H25H23H22H3 Ｈ27H24H13

堤体積

58千㎥
ダム本体

3.3㎞付替道路

17.1ha用地買収

測量

設計等
調査設計

ダム建設

H21～～

○調査設計：平成３年度に国の補助を受けて着手。

○用地買収：平成13年度に着手。平成22年度用地買収完了予定。

○付替道路：平成13年度に着手。平成25年度全線供用予定。

○本体工事：平成21年度本体工事着手。平成27年度完成予定。



Ⅲ-7.槇尾川ダムによる治水効果は？

○中下流部では、河川改修が大きく寄与し、ダムの効果は小さい。

○上流部では、河川改修によらず、ダムのみで50ﾐﾘ降雨での想定被害が解消。
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想定される浸水被害
ダムにより解消

される想定被害

河川改修により解消

される想定被害

中
下
流
部

浸水面積 556.9ha 16.6ha

△

540.3ha

○浸水戸数 14,505戸 414戸 14,091戸

被害額 935.3億円 52.2億円 883.1億円

上
流
部

浸水面積 6.6ha 6.6ha

○

－ha

×浸水戸数 18戸 18戸 －戸

被害額 1.5億円 1.5億円 －億円

50ﾐﾘ降雨での想定被害



地蔵橋

横山橋

大川橋

槇
尾
川

槇尾川ダム神田橋

父
鬼
川

上流
部

中下流部

○ダムにより、上流部18戸の想定被害が解消。

凡 例

浸水想定箇所

浸水想定18戸
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Ⅲ-8.槇尾川ダムの用地買収が完了していない理由は？

○主な原因として、土地の境界問題、相続問題、買収単価で合意が得られない等
がある。

○ダム事業に反対している地権者は、１名いるものの、交渉は継続中。

用地面積 買収済面積 未買収面積

ダム本体 １３．３ha １２．５ha ０．８ha ９４％

付替道路 ３．８ha ３．８ha － １００％

合 計 １７．１ha １６．３ha ０．８ha ９５％

【用地取得総括表】

進捗率
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・平成２１年度末見込み。

・未買収用地の地権者数：２７名（H21.10月末時点）

・引き続き、任意交渉を行うと供に、収用のための事業認定（平成22年度内を目処）に向け申請手続
き中。



Ⅲ-9. なぜ、ダム建設工事に道路整備が必要となるのか？

○ダム建設によって府道槇尾山仏並線が水没するため、道路の付替えを行う。
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付替道路L=3.3㎞

府道槇
尾山仏

並線

槇
尾
川

和泉市立青少年の家

槇尾山グリーンランド

施福寺

槇尾川ダム

大川橋
左岸道路L=1.1㎞

・仏並町（大畑地区）の集落内は、屈曲する狭い道路であるため、付替道路が出来れば、集落内の住民をはじめ地元住民
の交通の安全に寄与する。また、施福寺等に向かう観光客等にとっても利便性が向上する。
・なお、地元は要望書も提出している。



要望日 要望者 相手
要望内容

ダム 道路

H3.12.24 横山地区町会連合会長 和泉市長 ○

H6.9.1 和泉市大畑町会長 大阪府知事 ○

H6.11.28 和泉市坪井町会長 和泉市長 ○

H7.12,21 和泉市仏並町会長 大阪府知事 ○

H8.4.30 横山校区連合会長 和泉市長 ○

H9.8.15 横山地区町会連合会 和泉市議会議長 ○

H9.10.2 和泉市議会 大阪府 ○

H10.7.23 観音寺町、芦部町、桑原町、阪本町 各会長 大阪府知事 ○

H10.10.2 槇尾山施福寺 和泉市長 ○ ○

H11.7.2 建設推進署名（4,023名） 大阪府知事 ○

H12.5.18

H15.10.28

H21.4.17

大畑町、坪井町、ダム対策委員長、仏並町プ
ロジェクト推進委員長、横山校区連合町会長

大阪府知事 ○

H16.5.21 建設推進署名（3,559名）

大阪府知事

大阪府建設事業評価委
員会委員長

○

H16.7.5 和泉市町会連合会会長

大阪府知事

大阪府建設事業評価委
員会委員長

○

H20.4.17 和泉市長 大阪府知事 ○

H2～H21 流域市町長（和泉市、泉大津市、忠岡町） 国土交通大臣 他 ○

【地元要望一覧】
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Ⅲ-10.槇尾川ダムの規模は、他ダムと比較してどうか？

ダム高（ｍ）
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○全国143事業のうち121事業を対象にダム高で比較。
※事業中の全国143事業のうち、事業名称に「ダム」「生活貯水池」を含む事業を抽出した。

出典：ダム便覧、各ダムHPによる

上矢作ダム
150ｍ（1位）

八ツ場ダム116ｍ
（10位）

大戸川ダム
（旧計画）
92.5ｍ（23位）

安威川ダム
76.5ｍ（46位）

槇尾川ダム
４３ｍ

94位／121ダム
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○121事業について、ダム高と総貯水容量の比較。
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槇尾川ダム
ダム高 ：43ｍ

貯水容量：1４00千㎥

貯水容量（千㎥）

安威川ダム
ダム高 ：76.5ｍ

貯水容量：18,000千㎥

大戸川ダム(旧計画)
ダム高 ：92.5ｍ

貯水容量：33,600千㎥
八ッ場ダム
ダム高 ：116ｍ

貯水容量：107,500千㎥

現在事業中ダム
データ数 121ダム

夕張シューパロダム
ダム高 ：110.6ｍ

貯水容量：427,000千㎥

出典：ダム便覧、各ダムHPによる



３．４５２．２１５３．５７０７．９集水面積（Ｋ㎡）

－４９５５３４０水没戸数（世帯）

１，４００１８，０００３３，６００１０７，５００総貯水容量（千㎥）

八ッ場ダム
大戸川ダム

（旧計画）

安威川ダム

（旧計画）
槇尾川ダム

目的

・洪水調節

・不特定利水

・上水道・工業用水

・洪水調節

・不特定利水

・上水道・発電

・洪水調節

・不特定利水

・上水道

・洪水調節

・不特定利水

堤高（m） １１６．０ ９２．５ ７６．５ ４３．０

流域面積（Ｋ㎡） １６，８４０．０ ７，３３２．６ ６０８．６ ５６．７

集水面積／流域面積
（％）

４．２０ ２．０９ ８．５８ ６．００

○八ッ場ダム、大戸川ダム、安威川ダム、槇尾川ダムの諸元を比較。
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出典：ダム便覧、各ダムHPによる



Ⅲ-11.ダム直下に洪水氾濫防御区域があるダムは？
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○槇尾川ダムと同様に、ダム直下に洪水氾濫防御区域がある事例。
いきさ なかこば いでぐちがわ ふくとみ みつぎ

伊岐差ダム、中木庭ダム、井手口川ダム（佐賀県）、福富ダム、御調ダム（広島県）、他

ダ ム 名 ： 伊岐佐ダム
ダ ム 高 ： 58.5ｍ
総貯水容量 ： 1940千㎥
管 理 者 ： 佐賀県

パンフレットより

伊岐佐ダム

洪水氾濫防御区域

１～２ｋｍ

パンフレットより



○槇尾川では、時間50ミリの降雨があった場合、中下流部で、面積556.9ha、

14,505戸、上流部で面積 6.6ha、18戸の浸水被害が想定される。

○これらの被害は、河川改修とダム建設により解消され、このうち中下流

部でのダムの効果は、16.6ha、414戸の被害を解消。上流部では、ダムの

みで、6.6ha、18戸の被害を全て解消できる。

○槇尾川ダムの総事業費は、128億円であり、このうち平成21年度末までに
58億円が執行見込みで、残事業費は70億円。

○進捗状況は、平成21年度末見込みで、用地買収95％、付替道路が3.3㎞の

うち1.5㎞が完成予定。ダム本体工事は平成21年5月に契約しており、契

約金額は約31億円、契約工期は平成27年5月。

まとめ
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